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築
Ｇ
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か
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住
宅
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
話 

文
責 

技
術
研
究
部
会 

石
川 

芳
久 

 

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
（
ち
ゅ
う
芥
）

の
量
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量
の
約 

40
％
を
し
め
て
お
り
、
75
％
が
水
分
で

腐
敗
し
や
す
く
、
保
管
中
に
害
虫
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
扱
い
に
は
、

苦
労
し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
。 

そ
の
悩
み
を
、
解
決
す
る
た
め
に
、
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
が
考
案
さ
れ
た
。 

 

一
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
と
は 

台
所
で
利
用
す
る
、
ゴ
ミ
粉
砕
機
の
こ

と
で
あ
る
。
ゴ
ミ
を
粉
砕
し
て
排
水
と
共

に
下
水
や
、
河
川
に
流
し
出
す
装
置
で
あ

る
。 

 

二
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
歴
史 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
、
一
九
二
七
年
（
昭

和
二
年
）
に
米
国
で
考
案
さ
れ
、
米
国
で

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
年
頃
か
ら

一
般
家
庭
で
使
わ
れ
だ
し
た
。 

日
本
で
は
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇

年
）
頃
か
ら
、
米
国
か
ら
の
輸
入
品
が
出

回
り
は
じ
め
た
。
そ
の
後
国
産
品
も
販
売

さ
れ
た
が
、
排
水
管
や
下
水
管
へ
の
悪
影

響
や
下
水
が
な
い
地
域
で
の
、
粉
砕
さ
れ

た
生
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
河
川
な
ど
に
放

流
さ
れ
る
な
ど
、
環
境
破
壊
が
問
題
と
な

り
、
多
く
の
地
域
で
、
設
置
禁
止
や
自
粛

を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
各
社
が

生
産
販
売
を
中
止
し
た
。 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
が
、
そ
の
ま
ま
流

れ
出
し
た
場
合
は
、
下
水
道
や
河
川
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
、
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
る
器
具
と
し
て
世

間
か
ら
葬
り
去
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
悪
質

な
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発

し
た
こ
と
に
よ
り
、
評
価
は
下
が
り
、
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
、
行
政
側
は
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
を
単
独
で
使
う
こ
と
に
対
し
て
自

粛
要
請
を
指
導
し
た
り
、
使
用
禁
止
に
し

た
。 

 

三
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
仕
組
み 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
、
生
ゴ
ミ
を
粉
砕
室

に
入
れ
て
水
を
流
し
な
が
ら
回
転
さ
せ
、 

ハ
ン
マ
で
た
た
き
・
す
り
潰
す
機
械
で
あ

る
。（
参
照
：
写
真
１
） 

 

  

                    

構
造
は
、
い
た
っ
て
簡
単
な
も
の
な
の

で
、
故
障
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
粉
砕
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
。
生
ゴ
ミ
以
外
の
も

の
や
硬
い
も
の
、
多
量
の
繊
維
質
の
強
い

も
の
な
ど
で
あ
る
。（
参
照
：
表
１
） 

使
用
上
の
注
意
と
し
て
は
、
処
理
で
き

な
い
物
の
混
入
を
防
ぎ
、
運
転
す
る
時
は

毎
分
、
８
Ｌ
程
度
の
水
（
ほ
ぼ
小
指
く
ら

い
の
太
さ
の
水
）
を
流
す
こ
と
で
あ
る
。 
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四
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
復
活 

で
は
、
な
ぜ
悪
役
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
一
九
九
四

年
（
平
成
六
年
）
か
ら
一
九
九
六
年
（
平

成
八
年
）
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
旧
建

設
省
の
総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
に
よ
る
生
ゴ
ミ
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
よ
っ
て
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
が

誕
生
し
た
。
そ
れ
は
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
と
排

水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
、
粉 

                      

砕
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
を
含
む
台
所
排
水
を
、

下
水
道
や
排
水
放
流
先
に
、
悪
影
響
を
与

え
な
い
程
度
に
、
排
水
を
浄
化
し
て
流
す

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

最
近
で
は
、
年
々
設
置
す
る
戸
数
が
増

え
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）

三
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
一
四
万
戸
近
く

の
住
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

五
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
シ
ス
テ
ム
の
説
明 

シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
・
専
用

排
水
管
・
排
水
処
理
槽
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
下
水
道
が
あ
る
場
合
は
下
水
道
に
放

流
す
る
シ
ス
テ
ム
、
下
水
道
が
な
い
場
合

は
河
川
放
流
の
地
域
に
設
置
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。 

用
途
別
に
集
合
住
宅
用
・
戸
建
住
宅

用
・
業
務
用
が
あ
る
。
建
物
の
排
水
は
、

台
所
流
し
の
排
水
と
そ
の
他
ト
イ
レ
や

洗
面
所
、
浴
室
な
ど
の
排
水
と
分
け
て
流

す
。
排
水
管
も
分
け
て
施
工
す
る
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
台
所
流
し
専
用
の
排
水
管

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
し
て
、
台
所
流
し
専
用
排
水
管
を
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
槽
に
つ
な
い
で
、
決
め

ら
れ
た
汚
濁
濃
度
以
下
に
浄
化
し
て
か

ら
放
流
す
る
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
り
の
環
境
に
汚

れ
た
排
水
を
流
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
性
能
を
テ
ス
ト
し
て
、
認
め

ら
れ
た
製
品
の
み
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
は
（
財
）
日
本
下
水

道
協
会
が
定
め
た
「
下
水
道
の
た
め
の
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
性
能

基
準
案
」
に
基
づ
い
て
、
同
協
会
が
認
定

し
た
第
三
者
評
価
機
関
が
、
テ
ス
ト
し
て

認
定
し
た
製
品
、
あ
る
い
は
旧
建
設
大
臣

認
定
品
し
か
設
置
で
き
な
い
。 

東
京
都
で
は
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七

年
）
四
月
に
条
例
を
改
正
し
て
、
処
理
槽

を
設
け
な
い
で
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
だ
け
を

使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
つ
ま
り
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
処
理
シ
ス
テ
ム
図
の
排

水
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
し
か
、
使
え
な
い

こ
と
に
な
る
。 

 

六
．
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
は 

環
境
を
破
壊
す
る 

排
水
の
汚
れ
具
合
の
濃
度
を
計
る
数

値
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
ｍ
ｇ
／
Ｌ
）
を
使
う
。
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
の
出
口
の
排
水
水
質
の
Ｂ

Ｏ
Ｄ
濃
度
は
、
５
５
０
０
ｍ
ｇ
／
Ｌ
で
非

常
に
汚
れ
た
排
水
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
河

川
に
流
れ
た
時
、
環
境
に
与
え
る
影
響
は

ディスポーザ処理対象除外品（表 1） 

性状・種類 品         名 

硬いもの 

金属類・プラスチック類 

 

骨類・殻類 

 

王冠、プルトップ栓、スプーン、フォーク、スペアリブ、 

ティ－ボーン など 

アワビやサザエの殻 など 

棒状のもの 割り箸、竹串、爪楊枝、マッチ棒 など 

破損しやすいもの   

 陶器類・ガラス類 

 

茶わん類、箸置き、ガラスのコップ など 

包装品類・雑貨類 

 

ラップ包装、ビニル袋、輪ゴム、たばこ、発泡スチロール、 

紙類 など 

食物・野菜類 

 

大量の生鶏皮やイカの生皮、多量の枝豆さや、多量の蟹の皮 

トウモロコシの外皮、筍の外皮、多量のセロリなどの繊維質 など 

 

 

 

システム構成 

①シンクに取り付けたディスポーザで生ごみを 

処理する 

②ディスポーザ排水とキッチン排水を流す専用 

排水管に流れ込ませる 

③排水を浄化する排水処理槽で処理を行い、環境 

への負荷を低減させる 

適用 

①公共下水道整備地区またはシステム下流に 

高度処理型合併浄化槽が設置される集合住宅 

集合住宅用 
ディスポーザ 
排水処理システム 
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非
常
に
大
き
な
も
の
に
な
る
。
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
の
付
い
て
い
な
い
台
所
か
ら
の
排

水
水
質
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
６
０
０
ｍ
ｇ
／
Ｌ

程
度
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
を
経
由
す
る
シ
ス
テ
ム
で

は
、
３
０
０
ｍ
ｇ
／
Ｌ
以
下
に
浄
化
す
る

の
で
、
使
わ
な
い
時
よ
り
も
き
れ
い
な
排

水
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
設

備
は
設
置
後
の
排
水
管
の
定
期
的
な
清

掃
及
び
、
排
水
処
理
槽
の
維
持
管
理
が
非

常
に
大
切
に
な
る
。
第
三
者
評
定
機
関
が

認
可
さ
れ
る
条
件
と
し
て
、
メ
ー
カ
ー
が

責
任
を
持
っ
て
行
な
う
よ
う
に
、
定
め
て

い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
設
置
後
は
メ
ー
カ
ー
が

指
定
す
る
専
門
業
者
、
お
よ
び
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
生
ゴ
ミ
処
理
シ

ス
テ
ム
協
会
が
認
定
し
た
維
持
管
理
業

者
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い

る
。 

以
上 

<
<

参
考
文
献>

>
 

100
万
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衛
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オ
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13
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空
気
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・
衛
生
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第
７４
巻 

第
８
号 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
～ 

「
欠
陥
住
宅
は
何
故 

無
く
な
ら
な
い
の
か
」 

～
後
を
絶
た
な
い
欠
陥
問
題
の
相
談
～ 

 

文
責 

常
任
理
事 

石
岡 

善
正 

 

消
費
者
か
ら
我
々
の
所
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
は
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
、

社
長
一
人
の
工
務
店
が
建
築
し
た
建
物

ま
で
そ
の
巾
は
広
い
。
相
談
の
件
数
や
、

相
談
内
容
（
欠
陥
）
の
深
刻
さ
は
、
小
規

模
工
務
店
が
建
築
し
た
建
物
に
圧
倒
的

に
多
い
。 

 
 

 

何
故
そ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
こ
一
年
ほ
ど
の
間
に
相
談
を

受
け
、
調
査
を
行
っ
た
建
物
に
つ
い
て
、

今
回
は
、
基
礎
と
構
造
躯
体
の
問
題
に
絞

り
、
そ
の
内
容
と
発
生
原
因
な
ど
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

 

 
 □

基
礎
に
か
か
わ
る
問
題 

 

一
．
三
階
建
て
住
宅
の
傾
斜 

 

こ
れ
は
、
相
談
者
が
不
動
産
業
兼
建
築

業
者
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
既
存
の
建
物
を

解
体
し
て
更
地
に
し
た
土
地
を
購
入
、
そ

こ
に
建
築
し
た
２×

４
工
法
三
階
建
て

の
建
物
が
、
22
㎜
ほ
ど
傾
い
た
と
い
う
問

題
で
あ
る
。 

当
該
敷
地
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
に
よ
る
地
盤
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
全

般
に
30

kN
未
満
の
軟
弱
層
で
…
、
自
沈

層
ま
た
は
、
そ
れ
に
近
い
軟
弱
層
が
見
ら

れ
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
…
」
と
報
告

し
、
そ
の
対
策
と
し
て
「
深
層
地
盤
改
良
」

を
提
案
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
状
は
、

提
案
を
無
視
し
、
安
易
に
ベ
タ
基
礎
で
施

工
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
基
礎
底
部
か
ら
２
ｍ
以
内
に

自
沈
層
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
交
省

告
示
第
一
一
一
三
号
で
規
定
す
る｢

…
自

沈
す
る
層
が
存
在
す
る
場
合
…
建
築
物

の
自
重
に
よ
る
沈
下
そ
の
他
…
建
築
物

…
に
有
害
な
損
傷
、
変
形
及
び
沈
下
が
生

じ
な
い
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い｣

に
対
し
、
検
証
を
行
っ
た
形
跡
が

な
い
。 

 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
工
務
店
の
社
長
に

問
い
質
し
た
所
、
「
地
盤
改
良
を
す
る
予

算
が
な
か
っ
た
。
…
以
前
に
も
っ
と
悪
い

地
盤
の
所
で
、
ベ
タ
基
礎
で
建
築
し
た
が
、

何
も
問
題
は
起
き
て
い
な
い
…
」
と
驚
く

回
答
が
返
っ
た
。 

さ
ら
に
、
基
礎
工
事
の
写
真
を
見
る
と
、

既
存
建
物
の
解
体
の
際
に
撹
乱
し
た
地

盤
に
、
ほ
と
ん
ど
根
切
り
（
掘
削
）
を
す

る
こ
と
な
く
、
地
業
と
し
て
砕
石
を
敷
き

込
み
、
そ
の
ま
ま
基
礎
を
施
工
し
て
い
る
。 

           

ま
た
、
こ
の
建
物
は
、
狭
小
間
口
の
建

物
で
、
二
、
三
階
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
（
跳

ね
出
し
）
し
て
い
る
。
基
礎
伏
図
に
は
、

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
部
分
ま
で
基
礎
梁･

ベ
タ
基
礎
の
記
載
が
あ
る
が
、
現
状
は
、

そ
の
施
工
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
工
務
店
の
社
長
は
、

「
下
請
け
に
一
括
丸
投
げ
で
頼
ん
だ
か

ら
…
」
と
平
然
と
答
え
、
こ
と
の
重
大
さ

を
認
識
し
て
い
な
い
。 

さ
ら
に
、
構
造
計
算
書
を
検
証
す
る
と
、

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
部
ま
で
ベ
タ
基
礎
が

有
っ
た
と
し
て
も
、
風
荷
重
時
浮
き
上
が

 

撹乱した地盤上に基礎工事 
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り
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
判
明
し
た
。

他
に
も
基
礎
の
鉄
筋
量
が
不
足
す
る
な

ど
、
構
造
計
算
上
の
問
題
が
多
々
あ
る
。

構
造
計
算
は
、
設
計
事
務
所
か
ら
下
請
け

の
構
造
事
務
所
に
依
頼
し
た
と
い
う
。 

設
計
図
は
確
認
申
請
に
必
要
な
最
低

限
度
の
図
面
し
か
な
く
、
構
造
計
算
書
と

も
整
合
し
て
い
な
い
。 

確
認
申
請
書
の
工
事
監
理
者
欄
に
は
、

設
計
事
務
所
の
設
計
者
の
氏
名
を
記
載

し
て
い
る
が
、
勿
論
、
設
計
者
は
工
事
監

理
を
行
っ
て
い
な
い
。 

 

当
該
建
物
に
発
生
し
た
問
題
は
、
建
築

業
者
の
体
質
、
並
び
に
、
施
工
監
理
能
力

の
欠
如
は
勿
論
で
あ
る
が
、
設
計
と
工
事

監
理
面
に
限
っ
て
い
え
ば
、
設
計
に
起
因

す
る
と
こ
ろ
が
大
と
い
え
る
。 

し
か
し
、
建
築
業
者
の
社
長
は
、
設
計

業
務
を
設
計
事
務
所
に
○
○
円
で
依
頼

し
た
の
で
責
任
を
追
求
出
来
な
い
（
？
）

と
い
う
。 

設
計
事
務
所
の
行
っ
た
行
為
は
、
設
計

業
務
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
古
い
体
質
の

「
代
願
」
業
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
作
成
す
る
図
面
は
、
契
約
や
施
工

用
と
し
て
満
足
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

こ
れ
は
、
多
く
の
工
務
店
が
採
用
し
て

い
る
形
態
で
あ
る
が
、
確
認
申
請
図
面
と

契
約
図
面
の
不
一
致
な
ど
が
多
々
見
ら

れ
、
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。 

な
お
、
当
該
建
物
に
は
、
他
に
も
、
床

ネ
ダ
の
本
数
が
不
足
す
る
な
ど
、
施
工
上

の
欠
陥
が
多
々
存
在
す
る
。 

工
務
店
の
社
長
は
、
逃
げ
も
隠
れ
も
し

な
い
、
責
任
を
も
っ
て
解
決
す
る
と
言
っ

て
い
る
が
、
解
決
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

検
討
中
で
あ
る
。 

 

二
．
ベ
タ
基
礎
の
建
物
が
沈
下 

こ
れ
は
、
ベ
タ
基
礎
が
沈
下
し
中
央
部

か
ら
折
れ
た
と
い
う
二
件
の
事
例
で
あ

る
が
、
共
に
、
地
盤
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
一
件
の
事
例
は
、
至
近
距
離
に
農
業

用
水
路
が
あ
り
、
付
近
で
は
稲
作
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
環
境
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
土
地
に
、
80
㎝
ほ
ど
の
盛
土
を
行
な

い
造
成
、
地
盤
調
査
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

安
易
に
ベ
タ
基
礎
を
採
用
し
、
即
、
軸
組

み
工
法
の
二
階
建
て
の
住
宅
を
建
築
し

て
い
る
。 

こ
の
事
例
は
、
建
築
地
の
お
か
れ
た
環

境
、
そ
し
て
、
造
成
直
後
の
土
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
プ
ロ
な
ら
、
現
地
を
見
て
、

先
ず
、
直
感
的
に
何
を
す
べ
き
か
、
判
断

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
二
件
の
建
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
6.9

㎝
、
6.8
㎝
も
の
沈
下
を
起
し
て
い
る
。
こ

れ
等
の
問
題
は
、
地
盤
調
査
を
行
い
、
調

査
結
果
に
基
づ
い
て
基
礎
の
工
法
を
決

定
し
、
施
工
し
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ
た

問
題
で
あ
り
、
設
計
者
の
経
験
不
足
と
判

断
が
明
暗
を
分
け
た
問
題
と
い
え
る
。 

 

三
．
基
礎
パ
ッ
キ
ン
の
欠
落 

基
礎
パ
ッ
キ
ン
は
、
上
部
荷
重
を
基
礎

へ
の
伝
達
、
通
気
や
土
台
と
基
礎
の
絶
縁

な
ど
の
役
目
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
設
置

す
る
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。 

           

し
か
し
、
現
状
は
、
基
礎
パ
ッ
キ
ン
を

必
要
と
す
る
箇
所
、
い
わ
ゆ
る
荷
重
が
集

中
す
る
箇
所
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
締
め

付
け
部
、
土
台
の
継
ぎ
手
部
な
ど
へ
の
設

置
が
欠
落
、
更
に
は
、
間
隔
が
遠
い
な
ど

の
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
工
務
店
が
基
礎
パ
ッ
キ
ン
の

設
置
基
準
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
、
従

っ
て
、
下
職(

下
請
け
の
職
人)

に
対
し
て

指
示
・
指
導
が
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
下

職
が
誤
っ
た
施
工
を
し
て
も
良
否
の
判

断
、
指
摘
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。 

 

基
礎
パ
ッ
キ
ン
の
欠
落
は
、
耐
震
上
は

勿
論
の
こ
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
建

物
の
歪
み
を
招
く
こ
と
と
な
る
。 

ま
た
、
基
礎
天
端
（
て
ん
ば
：
上
面
）

の
不
陸
（
水
平
不
良
）
に
対
し
、
土
台
天

端
の
水
平
調
整
を
す
る
た
め
の
調
整
板

の
使
用
も
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。 

最
近
の
建
物
は
、
軸
組
み
工
法
、
２×

４
工
法
を
問
わ
ず
、
基
礎
‐
土
台
‐
床
と

積
み
上
げ
方
式
（
転
ば
し
）
が
主
流
に
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
土
台
の
天
端
を
水

平
に
す
る
こ
と
が
如
何
に
大
事
で
あ
る

か
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。 

土
台
天
端
の
水
平
確
保
を
怠
っ
た
場

合
、
即
、
一
階
床
の
不
陸
に
繋
が
る
こ
と

は
勿
論
、
二
階
床
に
あ
っ
て
は
、
二
階
梁

に
寸
法
の
違
い
が
あ
れ
ば
、
一
階
の
床
以

上
の
不
陸
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。 

他
に
は
、
従
来
の
床
下
換
気
口
方
式
を

基礎パッキンとアンカーボルトの欠落 
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採
用
し
た
基
礎
に
、
更
に
、
基
礎
パ
ッ
キ

ン
を
設
置
、
結
果
と
し
て
、
鼠
の
浸
入
口

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
建
物
も
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
基
礎
と
土
台
の
絶
縁
を

目
的
と
し
て
、
意
識
し
て
施
工
し
た
の
で

あ
れ
ば
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
基
礎
パ

ッ
キ
ン
の
設
置
基
準
も
遵
守
し
て
い
な

い
、
防
鼠
対
策
も
な
い
な
ど
の
施
工
状
態

か
ら
見
れ
ば
、
基
礎
パ
ッ
キ
ン
を
理
解
し

て
い
な
い
結
果
と
判
断
で
き
る
。 

 

四
．
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
欠
落 

 

土
台
と
基
礎
の
緊
結
に
つ
い
て
は
、
建

築
基
準
法
施
行
令
で
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
設
置
位
置
に
つ

い
て
は
、
日
本
建
築
学
会
の
建
築
工
事
標

準
仕
様
書
や
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
木

造
住
宅
工
事
仕
様
書
な
ど
で
、
耐
力
壁
の

端
部
、
土
台
切
れ
及
び
継
ぎ
手
部
そ
の
他
、

埋
設
間
隔
に
つ
い
て
は
構
造
に
よ
っ
て

2.0
ｍ
、
2.7
ｍ
な
ど
と
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
は
、
必
要
と
す
る
箇
所
に

設
置
が
な
い
、
更
に
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

が
芯
ず
れ
を
起
こ
し
、
土
台
か
ら
外
れ
た

ま
ま
な
ど
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
状
態
で

建
物
が
完
成
し
て
い
る
。 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
は
、
耐
力
壁
に
作
用

す
る
水
平
荷
重
に
よ
っ
て
生
じ
る
水
平

せ
ん
断
力
と
、
耐
力
壁
の
端
部
に
生
じ
る

浮
き
上
り
力
の
そ
れ
ぞ
れ
に
抵
抗
さ
せ

る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
欠
落
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の

だ
ろ
う
か
。
一
口
で
言
え
ば
工
務
店
の
無

知
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
基
礎
の
施
工

に
際
し
て
は
、
基
礎
と
構
造
躯
体
を
連
動

さ
せ
た
施
工
図
を
作
成
、
そ
し
て
、
施
工

図
に
従
い
下
職
に
さ
せ
る
（
指
示
）
、
そ

し
て
、
施
工
結
果
を
確
認
（
検
査
）
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
場
の

状
態
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な

流
れ
で
工
事
を
行
な
っ
た
形
跡
は
感
じ

取
れ
な
い
。 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
設
置
位
置
は
、
殆

ん
ど
耐
力
壁
図
と
プ
レ
カ
ッ
ト
図
に
よ

っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
基
礎
は

基
礎
工
、
構
造
躯
体
の
加
工
は
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
や
大
工
に
任
せ
き
り
に
し
て
い

る
工
務
店
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 
 

 

□
構
造
・
躯
体
に
か
か
わ
る
問
題 

一
．
再
利
用
材
（
古
材
）
を 使

用
し
た
住
宅 

あ
る
調
査
で
床
下
に
潜
っ
た
と
こ
ろ
、

土
台
大
引
材
に
複
数
の
材
種
、
複
数
の
寸

法
の
部
材
が
使
わ
れ
、
更
に
、
至
る
所
に
、

不
要
な
仕
口
掘
り
や
、
不
要
な
ほ
ぞ
穴
が

散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
再
利
用
材
が
使

わ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
建
築
業
者

と
し
て
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
論
外
な
行

為
で
あ
る
。 

ま
た
、
工
事
中
、
誰
も
気
付
い
て
指
摘

す
る
こ
と
な
く
、
建
物
が
完
成
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
監
理
不
在
の
異
常
な
事
例

で
も
あ
る
。 

ま
た
、
当
該
建
物
は
、
既
に
記
載
し
た

事
例
と
同
様
、
確
認
申
請
用
の
図
面
の
み

で
仕
様
書
も
無
い
。
見
積
書
は
一
式
計
上

に
近
く
、
仕
様
内
容
も
把
握
出
来
な
い
状

態
で
契
約
し
て
い
る
。 

 

            
 従

っ
て
、
土
台
、
大
引
き
の
み
を
捉
え

て
も
、
再
利
用
材
を
使
用
し
た
こ
と
は
確

認
で
き
た
も
の
の
、
材
種
や
寸
法
を
確
認

で
き
る
も
の
は
何
も
な
い
。 

契
約
が
如
何
に
大
事
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
を
、
如
実
に
見
せ
ら
れ
た
事
例
で

あ
る
。 

 

二
．
建
物
内
部
の
耐
力
壁
の 

構
造
用
面
材
が
全
て
欠
落 

こ
れ
は
、
既
に
記
載
し
た
傾
斜
し
た
三

階
建
て
の
建
物
に
起
き
た
問
題
で
あ
る
。

建
物
は
２×

４
工
法
の
三
階
建
て
、
耐
力 

           

壁
は
内
・
外
部
共
に
構
造
用
合
板
を
張
る

設
計
で
あ
る
。
相
談
者
が
入
居
後
に
建
物

の
揺
れ
に
気
付
き
、
自
分
な
り
に
図
面
を

検
証
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
内
部
の
耐
力
壁

の
構
造
用
合
板
が
全
て
欠
落
し
て
い
る

古材の使用（欠損材） 

耐力壁の構造用合板の欠落 
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基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
調
査
を 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

建
物
の
揺
れ
に
関
す
る
調
査
を 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

 

こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。 

後
に
、
工
務
店
が
構
造
用
合
板
に
変
わ

る
面
材
と
し
て
ダ
イ
ラ
イ
ト
を
張
っ
た

が
、
相
変
わ
ら
ず
建
物
が
揺
れ
る
と
い
う

こ
と
で
調
査
の
依
頼
が
あ
っ
た
。 

 

調
査
の
結
果
、
両
面
の
耐
力
壁
は
、
階

段
や
設
備
機
器
の
取
付
い
て
い
る
壁
に

つ
い
て
は
、
一
方
か
ら
、
一
枚
目
の
ダ
イ

ラ
イ
ト
を
ス
タ
ッ
ト
（
縦
枠
）
の
間
に
切

り
張
り
、
残
る
一
枚
を
ス
タ
ッ
ト
面
に
張

っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
狭
小
室
も
ダ
イ
ラ

イ
ト
の
持
ち
込
み
が
出
来
な
い
た
め
切

り
張
り
を
行
っ
て
い
る
。 

構
造
用
面
材
の
切
り
張
り
に
つ
い
て

は
、
行
政
と
協
議
の
結
果
、
有
効
な
耐
力

壁
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
べ
き
で
な
い
と

い
う
同
一
見
解
を
得
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
欠
落
し
た
耐
力
壁
の
内
、
浴

室
な
ど
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
脱
着
を
伴
う

箇
所
の
ダ
イ
ラ
イ
ト
の
施
工
は
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
現
状
の
保
有

耐
力
は
、
必
用
耐
力
に
対
し
て
、
一
階
の

Ｙ
方
向
に
つ
い
て
は
０
．
８
２
２
し
か
保

有
し
て
い
な
い
。 

 

こ
の
問
題
は
、
既
に
記
載
し
た
と
お
り
、

全
て
下
職
に
丸
投
げ
を
行
な
い
、
自
社
と

し
て
は
、
監
理
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
と
い
う
工
務
店
の
無
知
が
引
き
起

こ
し
た
問
題
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
一
連
の
事
例
か
ら
、
工
務
店
に

よ
っ
て
、
非
常
に
技
術
的
に
遅
れ
を
取
っ

て
い
る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
工
務
店

は
各
種
法
令
や
基
準
・
規
定
は
勿
論
の
こ

と
、
新
し
い
技
術
の
習
得
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

こ
れ
に
つ
い
て
行
け
な
い
工
務
店
は

自
然
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

       

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

09
年
度
第
４
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▼
日
時
▽
10
年
4
月
3
日
（
土
） 

 

 
 
 
 

13
時
～
16
時
15
分 

▼
場
所
▽
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
五
階
第
二
講
習
室 

▼
交
通
▽
JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▼
テ
ー
マ
▽
欠
陥
住
宅
調
査
事
例
報
告 

１
．
木
造
住
宅
の
不
同
沈
下
① 

 
 
 

川
口
晴
保
（
当
会
副
理
事
長
） 

２
．
木
造
住
宅
の
不
同
沈
下
② 

石
岡
善
正
（
当
会
常
任
理
事
） 

３
．
給
排
水
設
備
の
欠
陥 

石
川
芳
久
（
当
会
常
任
理
事
） 

▼
参
加
費
▽
会
員
四
〇
〇
〇
円
、 

非
会
員
五
〇
〇
〇
円 

▼
主
催
・
お
問
合
せ
▽ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

事
務
局 

（
℡
０
４
２-

３
１
１-

４
１
１
０
）  

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご
依

頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答
を

頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

  

プ
ロ
の
目
で
調
査
を
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
安
心
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
素
人

判
断
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
た 

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
た
い
。
活
動
を
広
め
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。 

（
神
奈
川
県
在
住
の
方
か
ら
） 

   

調
査
に
つ
い
て
も
、
報
告
書
に
つ
い
て

も
と
て
も
良
か
っ
た
。
ご
担
当
い
た
だ
い

た
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

問
題
点
は
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
が
家

が
直
っ
た
訳
で
は
な
い
。
今
後
も
相
談
に

の
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。 

（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

 

～
編
集
後
記
～ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
号
の
掲
載
記
事
を
書
き
な
が
ら
遣

る
瀬
無
い
気
持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
住
宅
生
産
に
携
わ
る
者
が
、
後
を

絶
た
ず
欠
陥
住
宅
を
世
に
送
り
出
し
て

い
る
こ
の
現
実
。
欠
陥
住
宅
を
造
る
の
は

悪
で
あ
る
。
し
か
し
、
欠
陥
住
宅
は
、
悪

の
意
識
無
く
「
無
知
」
に
よ
っ
て
造
り
出

さ
れ
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
。
無
知
は

本
人
の
努
力
不
足
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
弱
小
工
務
店
に
対
し
て
、

当
会
と
し
て
、
何
か
、
応
援
す
る
手
立
て

は
な
い
か
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。 

（
Ｙ
・
Ｉ
） 

 


